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1 あんなに 練 習したのに 本番で 転んで しまい、りなは くやしくて 下を 向きました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア 楽しい イくやしい ウうれしい エあんしん こたえ 

2 かわいがって いた 小鳥が かごから 逃げて しまい、あやは 窓の 外を 見て なきました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア 悲しい イ 楽しい ウほこらしい エうれしい こたえ 

3 くらい 押し入れの 中に 隠れて いると、ドアが ゆっくり 開いて、りくは 息を 飲みまし

た。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア 楽しい イこわい ウあんしん エうれしい こたえ 

4 にがてな 算数の テストが かえって 来て、みおは そっと 点数を 隠しました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

アわくわくして いる イほこらしい ウはずかしい エ 楽しい こたえ 

5 初めて 一人で おつかいに 行き、ぶじに 帰れた とき、みなとは 胸を はりました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

アほこらしい イたいくつ ウこわい エ 悲しい こたえ 

6 ずっと 欲しかった 本を たん生日に もらって、ようたは 目を 輝かせました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア 悲しい イこわい ウつまらない エうれしい こたえ 
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7 公園で 転んで ないて いた 子に そうたが 声を かけると、その子は にっこり 笑いまし

た。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

アつまらない 気持ち イこわい 気持ち ウ 怒った 気持ち エやさしい 気持ち

こたえ 

8 明日は 運動会。りくは 寝る 前に 何回も リレーの ことを 思いうかべました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

アかなしんで いる イあきれて いる ウいやがって いる エわくわくして いる

こたえ 

9 大きな 犬が 走って 来たので、ゆいは 思わず 母の 後ろに 隠れました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

アほこらしい イ 楽しい ウうれしい エこわい こたえ 

10 自分の せいで リレーに 負けて しまい、あおいは みんなに あやまりました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

アほこらしい イもうしわけない ウうれしい エわくわく こたえ 

11 たん生日に ずっと 欲しかった 犬を 買って もらえる ことに なり、ゆうとは 飛び上がり

ました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

アたいくつ イうれしい ウこわい エ 悲しい こたえ 
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12 大なわとびで 自分が ひっかかって しまい、ちひろは みんなに ごめんと 小さく 言いまし

た。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

アもうしわけない イほこらしい ウわくわく エうれしい こたえ 

13 長い 間  会えなかった そふに 会えて、けんとは かけよって だきつきました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

アこわい イたいくつ ウうれしい エ 悲しい こたえ 

14 まいごに なった 子犬が ぶじに 見つかり、さきは ほっと 胸を なでおろしました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア 怒った イがっかりした ウあんしんした エこわく なった こたえ 

15 育てた 野菜が やっと 実り、はなは 目を 大きく 見ひらきました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア 悲しい イうれしい ウこわい エたいくつ こたえ 

16 リレーで 1位に なった みほは、両手を 高く 上げて 飛び上がりました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア 悲しい イうれしい ウつまらない エこわい こたえ 

17 ずっと 練 習した ピアノを うまく ひけて、あやかは 胸を はりました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

アほこらしい イ 悲しい ウたいくつ エこわい こたえ 
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18 妹だけ 新しい 靴を 買って もらい、僕は なんだか 口を とがらせて しまいました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

アあんしんした イうらやましい ウほこらしい エ 楽しい こたえ 

19 飼って いた 金魚が しんで しまい、りなは しばらく 水そうの 前を 離れられませんでし

た。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア 悲しい イうれしい ウわくわく エ 楽しい こたえ 

20 壊して しまった 弟の おもちゃを 隠して いた ことを、たくやは ずっと 気に して いま

した。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア 悪いと 思って いる イうれしい ウほこらしい エたいくつ こたえ 
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こたえ　しょう3 こくご「物語を 読む(気持ち)」 その1

1  イ くやしい

2  ア 悲しい

3  イ こわい

4  ウ はずかしい

5  ア ほこらしい

6  エ うれしい

7  エ やさしい 気持ち

8  エ わくわくして いる

9  エ こわい

10  イ もうしわけない

11  イ うれしい

12  ア もうしわけない

13  ウ うれしい

14  ウ あんしんした

15  イ うれしい

16  イ うれしい

17  ア ほこらしい

18  イ うらやましい

19  ア 悲しい

20  ア 悪いと 思って いる


